
用し⥆けながら、対象地ෆの௚住宅に⛣㌿」、「&�1�元

の住宅を౑用し⥆けながら、対象地外の住宅に⛣㌿」、

「&�2�元の住宅を౑用ࡏずに、対象地外の住宅に⛣㌿」

のう2、ࡕ つの住宅にୡᖏが分かれて⛣㌿したሙ合）

をしたୡᖏは、「඗ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘からᡂるୡᖏ」、

「඗ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」がከい。

一᪉、ୡᖏ分㞳をしない⛣㌿の対ᛂ（「%�2� 元の住宅

を౑用ࡏずに、対象地ෆの௚住宅に⛣㌿」、「&�2� 元

の住宅を౑用ࡏずに、対象地外の住宅に⛣㌿」のうࡕ、

1 つの住宅に⛣㌿したሙ合）をしたୡᖏはࡰ࡯「᰾ᐙ

᪘ୡᖏ」、「᰾ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」である。

(5) 対象地においては⿕災前、ఏ⤫的な空間構ᡂを⥔

ᣢしていた住宅は⣙༙ᩘに㐣ࡂないが、ㄪ理・㣗事ᐊ

は᭱ࡰ࡯上層に設けられ、ㄪ理・㣗事ᐊについてのつ

๎はᏲられていたとゝえる。それに対し、⿕災後、ㄪ

理・㣗事ᐊを᭱上層に設けたሙ合はከᩘである一᪉、

ㄪ理・㣗事ᐊを設けない住宅や中間層または地上階に

設ける事例もぢられた。

　以上が本稿で得られた▱ぢである。

注
注 1）バࢡタࣉル市よりධ手し、筆者加筆。
注 2）住宅・建物のࢭࢡ࢔スに利用する中ᗞを「⾲中ᗞ」と⛠する。

ཧ⪃文献 8）をཧ↷。
注 3）バࢡタࣉル市よりධ手した地⡠ᅗを筆者加筆。
注 ワールఏ⤫の住宅はษጔᒇ᰿ᙧᘧだが、対象地の住宅はフࣛࢿ（4

ットᒇ᰿ᙧᘧである。
注 5）対象地の住宅の⿕ᐖは上層からᦆ壊しており、ㄪᰝᙜ᫬の階ᩘ

のῶᑡはಽ壊・᧔ཤによる⤖ᯝである。
注 �）本稿では、震災 2ࣨ月以ෆにコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗが元の住宅にᒃ住す

るのがᅔ㞴なୡᖏのために建設した௬設住宅を「コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ
が建設したシ࢙ルター」、ᨻᗓ・ᅋయなどが建設した௬設住宅
を「外部のシ࢙ルター」と⛠する。ཧ⪃文献 10）をཧ↷。

注 7）ୡᖏ分㞳した 4ୡᖏが住宅間を行き᮶しているかについては⪺
きྲྀれていない。
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にࡵࡌࡣ．１

１．１．研究の背景と目的

　2015 年 4 月 25 ᪥の 07�� の本震と 5 月 12 ᪥の 07�3 

のవ震による⿕ᐖはࢿパールの 14 㒆におよࡧ、㤳都ᅪ

のୡ⏺㑇⏘の⏫として▱られる୕都市：࢝トマンࢬ、パ

タン、バࢡタࣉルも含まれる。震災によるṚ者は඲国で

8��73 人にのࡰり、࢝トマンࢬ㒆、ࣛࣜトࣉル㒆、バࢡ

タࣉル㒆では、122� 人、180 人、333 人になっている。

また、࢝トマンࢬ㒆、ࣛࣜトࣉル㒆、バࢡタࣉル㒆では

それࡒれ඲壊 ��973 戸 �1��512 戸 �18�900 戸、༙壊は

50�753 戸 �5�987 戸 �9�090 戸であった。バࢡタࣉル㒆

では建物⿕ᐖがもっともከく、Ṕྐ都市バࢡタࣉル市だ

けで、252 人のṚ者と඲壊 5�98� 戸、༙ 壊 2�092 戸であっ

た注1)。

パールはࢿ　 1934 年に大地震を経㦂しているが、近年

になってようやく行ᨻは様々なྲྀ⤌をしていた注 2)。ま

た、地᪉⮬἞యも地域防災計画を⟇定していた注 3)。し

かし、その準ഛは༑分とはいえず、震災直後のᨻᗓの対

ᛂの㐜れ、国ෆ外のᨭ᥼マ࣓ࢪࢿントのஈしさ、᚟ᪧ・

᚟⯆関㐃の法ᚊ・࢖࢞ドࣛ࢖ンの㝈⏺などがᣦ᦬されて

いる注 4)。そのような中、地域住民や地域⤌⧊による共

同的な᚟ᪧ活ືがホ価されており、ࢯーシࣕールキࣕࣆ

タルやレ࢚ࣜࢪントなコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの重要性を♧してい

る注 5)。しかし、地域⤌⧊がどのような活ືを行ったの

かලయ的には♧していない。

　1934 年の大震災直後のᨻᗓ対ᛂについては「ࢿパー

ルの大地震 㻺㼑㼜㼍㼘㼍㼗㼛㻌㼙㼍㼔㼍㼎㼔㼡㼗㼍㼙㼜㼍㻘㻌㻝㻥㻥㻜㻌㼟㼍㼘㼍䛃 䛸㢟䛧た本にグ

載されている注 �) が、㙐国≧態のᙜ᫬、地域社会がどの

ように᚟⯆を進めたかについてはグ載されていない。筆

者は㤳都ᅪのパタンᪧ市⾤地における⏕Ꮡ者を対象に

ストࣜー᪉法でㄪᰝ分析を行い、Ṕྐ的な共ࣄーࣛル࢜

用空間「中ᗞ」共同ఇ᠁ሙ「フ࢓ルࣕࢳ」などが 1 ࣨ月

以上の㑊㞴⏕活に利活用されたこと、共同㑊㞴⏕活につ

いて明らかにした注 7)。しかし、地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの対

ᛂについては情報཰集に㝈⏺があり、解明できていない。

行ᨻからの༑分な対ᛂがない中、地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗが人
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的㈨※およࡧ人的ࢿットワーࢡを⏕かして震災後の≧ἣ

をどのように஌り㉺えたか解明することが、Ⓨᒎ途上国

だけではなくඛ進国においても行ᨻのຊに౫Ꮡしすࡂな

い᚟⯆計画には重要である。

　本研究では、震災直後から地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືを

⥆けてきたバࢡタࣉルᪧ市⾤地の࢔࢚ࣜ・ࢽࢼ࣑࢝の事

例をྲྀり上げる。行ᨻからのᨭ᥼がない中、地域コ࣑ࣗ

がどのように活ືを行ってきたか、そのෆ容を明࢕ࢸࢽ

らかにする。また、ྛ活ືにおけるコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆ外か

らのᨭ᥼実態についても分析を行い、適ษな対ᛂが可能

となった要ᅉについて⪃ᐹをする。なお、本研究では、

地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗとは「ある࢔࢚ࣜを介してᙧᡂされる

ᒃ住者間の関係であり、そのᒃ住者の集まり」とし注8）、

と࿧ばれる中ᗞを介してᙧᡂされているᒃ住者ࢽࢼ࣑࢝

の集ᅋをࢽࢼ࣑࢝・コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ（以下 .コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ）

と࿧ࡪことにする。

１．２．᪤ 研究と本研究の఩⨨࡙ࡅ

　対象地のඛ住民はࢿワール᪘であり、 文化人㢮学分㔝

においてはࢿワール᪘の⏕活文化の視点からの研究注 9)、

ースト制度や᐀教の視点からの研究注࢝ 10) などがࡳられ

る。その中でも▼井⁅注 11) Ặのࢿワール᪘の社会構造の

特ᚩを♧したものは、あるᮧ落を事例にㄪᰝ分析を行っ

ており、地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ研究に近い。ᙼはぶ᪘関係や

ワールࢿ」、ースト間関係、൤♩⤌⧊に着目しており࢝

社会において、ᒃ住近性は重要な要⣲であるが、それが

そのまま明☜な社会関係を⏕ࡴことはṤどなく、ぶ᪘関

係や同࢝ーストという関係があるሙ合に㝈り社会関係が

ぢられるようになる。」 としている。しかし、 地⦕関係

からなるコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗやその活ືについては分析してい

ない。本研究の対象地もࢿワール᪘のᒃ住するᪧ市⾤地

であり、 㢮ఝする社会構造かとᛮわれるが、▼井Ặの研

究から 30 年以上経㐣しており、近代化による変化もᑡ

なからずあると⪃えられる。本研究では、⾑⦕関係の分

析には⮳ってないが、ఏ⤫的な᐀教ᆺ⤌⧊と現代的な目

的ᆺ⤌⧊がᏑᅾする対象地における地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの

఩⨨࡙けを行ったうえで、平ᖖ᫬の行ືを♧している。

　建築学分㔝においては、ࢿワールのᪧ市⾤地における

ఏ⤫的「⏫」༢఩（トル）注12) に着目した研究があるが、

現代的な地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືには着目していない。

一᪉、筆者はパタンᪧ市⾤地の共用空間の⟶理シス࣒ࢸ

に関する研究について、共用空間での平ᖖ᫬と㠀ᖖ᫬の

活ືにおいて、ᒃ住者関㐃⤌⧊、᐀教関㐃⤌⧊、そして

行ᨻといった୺య間関係を分析し、ከ様な୺యによる空

間⟶理シス࣒ࢸであることを明らかにしている注 13）。本

研究では、災ᐖという㠀ᖖ᫬において地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

が行った活ືを分析し、その活ືが実施できた要ᅉの一

つとして平ᖖ᫬からの地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືのᏑᅾを

ᣦ᦬する。

１．㸱．研究の方法

㸦１㸧ㄪᰝ対象ᆅ

　本研究では、バࢡタࣉル市の :DUG QR�1�� ᪧ市⾤地の

を対象と࢔࢚ࣜ・ࢽࢼ࣑࢝トルの一部である・࢙ࢳ࢝ࢸ

する（ᅗ１、ᅗ２）。バࢡタࣉルᪧ市⾤地はୡ⏺㑇⏘ಖ

Ꮡ地༊（SUHVHUYHG PRQXPHQW ]RQH) ⠊ᅖのバッフ࢓ー

ーンとなっており、対象地はこの⠊ᅖෆに఩⨨するࢰ

( ᅗ 3）。また、対象地は大㏻りに面しており、%DQVD 

*RSDO %D]DDU というᪧ市⾤地の┒んな市ሙに近く、᪥

中は㈙い物ᐈで㈰わう。一᪉、大㏻りから㊰地にධると

ワール᪘のఏ⤫的住宅注ࢿ 14) が中ᗞをᅖんで建ࡕ、中ᗞ

は」ᩘの㏻㊰で㐃ᆠして中ᗞᆺ集住యとなっている。対

象地の中心にࢽࢼ࣑࢝中ᗞ（෗┿１）があり、それ以外

にもྛ住宅࡬のࢭࢡ࢔スに利用され、㏻りᢤけのできる

 ᅗ ᅗࡍ♧ᆅのṔྐ㒔ᕷを┅ࢬ࣐ࣥࢺ࢝　1
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的㈨※およࡧ人的ࢿットワーࢡを⏕かして震災後の≧ἣ

をどのように஌り㉺えたか解明することが、Ⓨᒎ途上国

だけではなくඛ進国においても行ᨻのຊに౫Ꮡしすࡂな

い᚟⯆計画には重要である。

　本研究では、震災直後から地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືを

⥆けてきたバࢡタࣉルᪧ市⾤地の࢔࢚ࣜ・ࢽࢼ࣑࢝の事

例をྲྀり上げる。行ᨻからのᨭ᥼がない中、地域コ࣑ࣗ

がどのように活ືを行ってきたか、そのෆ容を明࢕ࢸࢽ

らかにする。また、ྛ活ືにおけるコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆ外か

らのᨭ᥼実態についても分析を行い、適ษな対ᛂが可能

となった要ᅉについて⪃ᐹをする。なお、本研究では、

地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗとは「ある࢔࢚ࣜを介してᙧᡂされる

ᒃ住者間の関係であり、そのᒃ住者の集まり」とし注8）、

と࿧ばれる中ᗞを介してᙧᡂされているᒃ住者ࢽࢼ࣑࢝

の集ᅋをࢽࢼ࣑࢝・コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ（以下 .コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ）

と࿧ࡪことにする。

１．２．᪤ 研究と本研究の఩⨨࡙ࡅ

　対象地のඛ住民はࢿワール᪘であり、 文化人㢮学分㔝

においてはࢿワール᪘の⏕活文化の視点からの研究注 9)、

ースト制度や᐀教の視点からの研究注࢝ 10) などがࡳられ

る。その中でも▼井⁅注 11) Ặのࢿワール᪘の社会構造の

特ᚩを♧したものは、あるᮧ落を事例にㄪᰝ分析を行っ

ており、地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ研究に近い。ᙼはぶ᪘関係や

ワールࢿ」、ースト間関係、൤♩⤌⧊に着目しており࢝

社会において、ᒃ住近性は重要な要⣲であるが、それが

そのまま明☜な社会関係を⏕ࡴことはṤどなく、ぶ᪘関

係や同࢝ーストという関係があるሙ合に㝈り社会関係が

ぢられるようになる。」 としている。しかし、 地⦕関係

からなるコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗやその活ືについては分析してい

ない。本研究の対象地もࢿワール᪘のᒃ住するᪧ市⾤地

であり、 㢮ఝする社会構造かとᛮわれるが、▼井Ặの研

究から 30 年以上経㐣しており、近代化による変化もᑡ

なからずあると⪃えられる。本研究では、⾑⦕関係の分

析には⮳ってないが、ఏ⤫的な᐀教ᆺ⤌⧊と現代的な目

的ᆺ⤌⧊がᏑᅾする対象地における地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの

఩⨨࡙けを行ったうえで、平ᖖ᫬の行ືを♧している。

　建築学分㔝においては、ࢿワールのᪧ市⾤地における

ఏ⤫的「⏫」༢఩（トル）注12) に着目した研究があるが、

現代的な地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືには着目していない。

一᪉、筆者はパタンᪧ市⾤地の共用空間の⟶理シス࣒ࢸ

に関する研究について、共用空間での平ᖖ᫬と㠀ᖖ᫬の

活ືにおいて、ᒃ住者関㐃⤌⧊、᐀教関㐃⤌⧊、そして

行ᨻといった୺య間関係を分析し、ከ様な୺యによる空

間⟶理シス࣒ࢸであることを明らかにしている注 13）。本

研究では、災ᐖという㠀ᖖ᫬において地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

が行った活ືを分析し、その活ືが実施できた要ᅉの一

つとして平ᖖ᫬からの地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືのᏑᅾを

ᣦ᦬する。

１．㸱．研究の方法

㸦１㸧ㄪᰝ対象ᆅ

　本研究では、バࢡタࣉル市の :DUG QR�1�� ᪧ市⾤地の

を対象と࢔࢚ࣜ・ࢽࢼ࣑࢝トルの一部である・࢙ࢳ࢝ࢸ

する（ᅗ１、ᅗ２）。バࢡタࣉルᪧ市⾤地はୡ⏺㑇⏘ಖ

Ꮡ地༊（SUHVHUYHG PRQXPHQW ]RQH) ⠊ᅖのバッフ࢓ー

ーンとなっており、対象地はこの⠊ᅖෆに఩⨨するࢰ

( ᅗ 3）。また、対象地は大㏻りに面しており、%DQVD 

*RSDO %D]DDU というᪧ市⾤地の┒んな市ሙに近く、᪥

中は㈙い物ᐈで㈰わう。一᪉、大㏻りから㊰地にධると

ワール᪘のఏ⤫的住宅注ࢿ 14) が中ᗞをᅖんで建ࡕ、中ᗞ

は」ᩘの㏻㊰で㐃ᆠして中ᗞᆺ集住యとなっている。対

象地の中心にࢽࢼ࣑࢝中ᗞ（෗┿１）があり、それ以外

にもྛ住宅࡬のࢭࢡ࢔スに利用され、㏻りᢤけのできる
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「⾲中ᗞ」が 2 ⟠ᡤ、また、ಶ人宅からのࢭࢡ࢔ࡳス可

能な「⿬中ᗞ」が５⟠ᡤある。また、࢕ࢸࢢ⤌⧊注 15) が

⟶理する建物があり、その 1 階部分はㄡでも利用できる

ఇ᠁ሙ「フ࢓ルࣕࢳ」がある（ᅗ４）。　

㸦２㸧ㄪᰝ方法　

　震災後、. コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆで共同建᭰えを目的に、ເ

㔠を集める活ືを行っていた . コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗのࣜーࢲー

にコンタࢡトをとり、現地ㄪᰝを実施した。コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

ࣜーࢲーを中心に୺な活ື者 3 人にもコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗが震

災直後から行ってきた活ືについて࢖ンタࣗࣅーㄪᰝを

行った。ㄪᰝ᫬ᮇは 2015 年 10 月、201� 年 2 月である。

㸦㸱㸧ㄽᩥのᵓᡂ

　本ㄽ文は６❶で構ᡂされる。まず、対象地ࢽࢼ࣑࢝・

の地⦕ᆺ⤌⧊における࢔࢚ࣜ . コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの఩⨨࡙け

を行った上で、. コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆで平ᖖ᫬に行ってきた

᐀教ᆺ⤌⧊の活ື、目的ᆺ⤌⧊の活ືを明らかにする。

ḟに震災直後から現ᅾまでのコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືについ

て分析を行った上で、ྛ活ືにおけるコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆ外

からのᨭ᥼実態を明らかにする。᭱後にྛ❶から得られ

た▱ぢをもとにこれら活ືが᚟⯆ࢭࣟࣉスに୚えたᙳ㡪

またその活ືができた要ᅉについて⪃ᐹを行う。

２．. とࡅ࡙⨨の఩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ . のᖹᖖ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

᫬のάື

２．１．ᆅ⦕ᆺ⤌⧊と�.࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ�の఩⨨࡙ࡅ�　

　ᪧ市⾤地においては、行ᨻ༢఩、⏫༢఩（トル）、ᒃ

住者༢఩がᏑᅾする。行ᨻ༢఩の⠊ᅖがᗈく、ト ル༢

఩は⠊ᅖが୙明☜である。一᪉、ྛ建物の୺⋞ 関が面

する中ᗞや㏻りの名前によって、ᒃ住者を地 ⦕的に᮰

るᒃ住者༢఩が明☜にᏑᅾする。この༢఩は 1ࡡ つの

中ᗞや㏻りのሙ合もあれば、」ᩘの中ᗞや㏻り のሙ合

もある。対象地においてはࢽࢼ࣑࢝中ᗞを介 した 42 

ୡᖏからなるᒃ住者༢఩があり、3 つの⾲中 ᗞ、5 つ

の⿬中ᗞが含まれる。本研究ではこの༢఩を . コ࣑ࣗ

。ࡪと࿧࢕ࢸࢽ

　一᪉、ᪧ市⾤地に地⦕ᆺの⤌⧊（⏫ෆ会にᙜ た 

る ⤌ ⧊ ） ト ル・ コ 7）࢕ ࢸ ࣑ROH 'HYHORSPHQW 

&RPPLWWHH) がある࢔࢚ࣜもᑡなくない。これはఏ⤫ 的

トルの⠊ᅖと一⮴するとは㝈らず、地域活ືを行 うた

めのものである。対象地においても 1995 年にࢼ࣑ ࢝

࣑࢝ࡧ を設立しており、⾲中ᗞཬ࢕ࢸ࣑トル・コ・ࢽ

活ືを 行っていࢶー࣏中ᗞの井戸のΎᤲ活ື、スࢽࢼ

た。1997 年からは市によるΎᤲが㛤ጞされ たため、࢝

の活ືがῶᑡし、 現ᅾはᾘ⁛し࢕ࢸ࣑トル・コ・ࢽࢼ࣑

ている。しかし、井戸Ỉの供給をコント ࣟールすること、

井戸のᤲ㝖活ືはᒃ住者たࡕで⥅ ⥆しており、⤌⧊化

しないᙧでのコ࢕ࢸࢽ ࣑ࣗの活ືとなっている。

 

２㸬２㸬. コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの平ᖖ᫬の活ື

（１）᐀教ᆺ⤌⧊とその活ື

�෗┿ ୰ᗞ　ࢽࢼ࣑࢝　1

�ᅗ の⠊ᅖと࿘㎶の㛵ಀ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ・ࢽࢼ࣑࢝　�
㸦ࣝࣉࢱࢡࣂᕷࡽ࠿ධᡭしࣝࢱࢪࢹࡓᆅᅗとᆅ⡠ᅗをᇶに➹⪅సᡂ㸧

�ᅗ �　ㄪᰝ対象ᆅ
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　対象地と大㏻りをᣳんだྥかいにᑎ㝔（%DUDKL '\R）

があり、そのᑎ㝔を介した᐀教ᆺ⤌⧊「'KDOFKD %KDMDQ 

.KDOD *XWKL」（࢕ࢸࢢ⤌⧊）がᏑᅾする。この⤌⧊の構

ᡂဨは 19 人で、す࡭て .� コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗのᒃ住者であ

る。࢕ࢸࢢ⤌⧊の構ᡂဨはࣟーࢸーションでᑎ㝔の⟶理

者として活ືすることが義ົ௜けられており、地域コ

ղ年に一、ࡳの活ືとしてはձẖ᪥のお経ㄞ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

度に⚄㍿が⏫をᕠ行する⚍りの㐠Ⴀ、が行われている。

ձの活ືは࢕ࢸࢢがᡤ有・⟶理する建物の 1 階の部分

フ࢓ルࣕࢳで行われる。そのため、構ᡂဨと関係なく、

⮬⏤にཧ加することもできる。また、ղのሙ合は構ᡂဨ

以外の . コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗのᒃ住者も⚍りにཧ加し、ኊ大

に行っている（⾲ 1）。

（２）目的ᆺ⤌⧊とその活ື

　ᪧ市⾤地には地⦕とは関係なく、ఱらかの目的を達ᡂ

するためにᙧᡂしている⤌⧊がᏑᅾする。対象地では

ձࢽࢼ࣑ ࢝・トル・࢕ࢸࢢ（.DPLQDQL 7ROH *XWKL) 注 

1�) ղ %DQVD *RSDO %D]DDU　3DVD .KDOD（ၟᗑ会）が

それにᙜたる。

 ࢢ・ワール社会では元々ⴿ൤関㐃活ືのためにシーࢿ　

注 13) がᏑᅾするが、ᾏ外（⧊⤌ᐙ⣔に基࡙く）࢕ࢸ

⛣住などⱝ者ῶᑡやఱ等かの理⏤で元々の⤌⧊から外

されたୡᖏのⴿ൤を手ఏうためにᙧᡂした⤌⧊である。

1998 年に � 人の構ᡂဨでスタートし、現ᅾ 2� 人の構

ᡂဨがいる。そのうࡕ 2 人は .� コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ外の構

ᡂဨである。Ṛ者が出たሙ合に活ືが行われるが、その

௚にもコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆのᒃ住者を対象とした国ෆ࢔ࢶー

を㛤ദする活ືなどもࡳられる。ղはၟᗑのࢭキࣗࣜ

をᙉ化することを目的に設立された⤌⧊である。対࢕ࢸ

象࢔࢚ࣜに㝈定しない大㏻りのၟᗑ会であるが、ࢭキࣗ

。以外の活ືはぢられない࢕ࢸࣜ

　以上、地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືを行う地⦕ᆺ⤌⧊トル・

コ࢕ࢸ࣑はᾘ⁛しているが、ᒃ住者たࡕによる活ື（井

戸関㐃の活ື）、᐀教ᆺ⤌⧊や目的ᆺ⤌⧊の活ືなどに

より、地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗが⥅⥆しているといえる（⾲ 1）。

㸱．.࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの㠀ᖖ᫬のάື

　ᅗ 5 に震災直後にコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの㑊㞴したᗈሙ、㑊㞴

ᡤ、௬設住宅敷地を♧す。また、ᅗ 7 には震災直後の㑊

㞴⏕活の≧ἣཬࡧ、現ᅾまでの . コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືを

まとめた。

㸱．１．㟈⅏┤ᚋの㑊㞴⏕άの対ᛂ

　地震がⓎ⏕した直後、ᒃ住者は共同でᐙ᪘・近ᡤ（中

ᗞに面するᒃ住者）のᏳྰ☜ㄆを行ってから近くのᗈ

ሙに㑊㞴し、その後、よりⰋいᏳ඲性の高い㑊㞴ᡤ࡬と

⛣ືしている。㑊㞴ᡤとなったሙᡤはᒃ住者の１人がᡤ

有するパー࢕ࢸ会ሙ（3DUW\ 3DODFH、෗┿ 2) であるが、

㑊㞴⏕活が㛗ᮇにΏることを 80 年前の大震災を経㦂し

た年㓄らのពぢによりㄆ㆑していたという。地震後、᪥

ᩘが立つにつれ⿕ᐖの受けていない住宅のᒃ住者はᚎ々

に⮬宅にᡠり、㑊㞴ᡤには 18 ୡᖏのࡳṧっていたが、5

月のవ震により人々は෌度㑊㞴ᡤに集まった。そのᩘは

�00 人以上だった。このవ震によってすでに⿕ᐖを受け

ていた住宅は༙壊・ಽ壊となり、⮬宅にᖐれないᒃ住者

がቑえた。㑊㞴ඛの㑅ᢥ⫥としてはぶᡉ宅、㈚部ᒇ、ᨻ

ᗓ・ᅋయ提供の௬設住宅であったが、いずれの☜ಖもᅔ

㞴なᒃ住者が 13 ୡᖏいた。

㸱．２．௬設住宅の建設

　この 13 ୡᖏのためにコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗは௬設住宅の建設

を計画し、地震Ⓨ⏕から 2 ࣨ月以ෆに᏶ᡂさࡏた。敷地

はすでに௚ᅋయが௬設住宅を建てていた 1 部を೉りるこ

とにし、14ᐊと2ᐊのᑠᒇを建て、その間にはㄯヰ・㐟ࡧ・

Ὑ℆などできる共用空間を設けた（ᅗ �、෗┿ 3）。ᒃ住

者には 1 名の㞀ᐖ者がいたことからト࢖レは௬設住宅の

近くに 1 ࣨᡤに加え、௚の௬設住宅ᒃ住者用の敷地に２

ᒃ住⪅の集ᅋ ᆅ⦕ᆺ⤌⧊ ᐀ᩍᆺ⤌⧊ 目的ᆺ⤌⧊

㸦㹉࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㸧 㸦Kaminani Tole Committee㸧 㸦Bhajan Khala Guthi) 㸦Kaminani Tole Guthi㸧

設❧᫬ᮇ ⮬↛Ⓨ⏕的に⏕ࡶࡓࢀࡲの1995年㸦1997年にᾘ⁛㸧 100年以ୖ๓ 1998年
ᵓᡂဨ 42ୡᖏ K࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの全ୡᖏ K࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥෆの19ୡᖏ㸧 K࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥෆの24ୡᖏ

K࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥእの2ୡᖏ

目的

ᑎ㝔の⟶⌮・൤ᘧの⥅ᢎ

目的

ⴿ൤㛵㐃のᨭ᥼

άື

・日ᖖ的࡞൤ᘧ㸦࠾⤒ㄞ࡝࡞ࡳ㸧

・年に୍ᗘに⚄㍿ࡀ⏫をᕠ⾜ࡾ⚍ࡿࡍの

㛤ദ・㐠Ⴀ

άື

・ఏ⤫的ⴿ൤㛵㐃⤌⧊ࡽ࠿እࡓࢀୡᖏにⴿ൤

㛵㐃ᨭ᥼ࡀᚲせ࡞᫬に࡛࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ᨭ᥼ࡍ

ࠋ୺にே的ᨭ᥼ࠋࡿ

・ᅜෆ࢔ࢶの㛤ദ

୺࡞目的

・

άື

・஭ᡞỈの࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ

㸦㘽をࠊࡅ࠿ᵓᡂဨのࡳ

ࡿࡍ஭ᡞの฼用ྍ⬟にࡀ

㸧ࠊ

Ύᤲ

・୰ᗞのΎᤲ

㸦1997年ࡽ࠿ᕷࡀΎᤲࡇࡿࡍ

とにࡓࡗ࡞㸧

άືࢶ࣮࣏ࢫ・

㸦ࣝࣉࢱࢡࣂᕷෆにࡿࡅ࠾ᆅ

区ูの༟⌫኱఍の㛤ദ࡝࡞㸧

のᖹᖖ᫬のάື࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ.　１⾲�
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　対象地と大㏻りをᣳんだྥかいにᑎ㝔（%DUDKL '\R）

があり、そのᑎ㝔を介した᐀教ᆺ⤌⧊「'KDOFKD %KDMDQ 

.KDOD *XWKL」（࢕ࢸࢢ⤌⧊）がᏑᅾする。この⤌⧊の構

ᡂဨは 19 人で、す࡭て .� コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗのᒃ住者であ

る。࢕ࢸࢢ⤌⧊の構ᡂဨはࣟーࢸーションでᑎ㝔の⟶理

者として活ືすることが義ົ௜けられており、地域コ

ղ年に一、ࡳの活ືとしてはձẖ᪥のお経ㄞ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

度に⚄㍿が⏫をᕠ行する⚍りの㐠Ⴀ、が行われている。

ձの活ືは࢕ࢸࢢがᡤ有・⟶理する建物の 1 階の部分

フ࢓ルࣕࢳで行われる。そのため、構ᡂဨと関係なく、

⮬⏤にཧ加することもできる。また、ղのሙ合は構ᡂဨ

以外の . コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗのᒃ住者も⚍りにཧ加し、ኊ大

に行っている（⾲ 1）。

（２）目的ᆺ⤌⧊とその活ື

　ᪧ市⾤地には地⦕とは関係なく、ఱらかの目的を達ᡂ

するためにᙧᡂしている⤌⧊がᏑᅾする。対象地では

ձࢽࢼ࣑ ࢝・トル・࢕ࢸࢢ（.DPLQDQL 7ROH *XWKL) 注 

1�) ղ %DQVD *RSDO %D]DDU　3DVD .KDOD（ၟᗑ会）が

それにᙜたる。

 ࢢ・ワール社会では元々ⴿ൤関㐃活ືのためにシーࢿ　

注 13) がᏑᅾするが、ᾏ外（⧊⤌ᐙ⣔に基࡙く）࢕ࢸ

⛣住などⱝ者ῶᑡやఱ等かの理⏤で元々の⤌⧊から外

されたୡᖏのⴿ൤を手ఏうためにᙧᡂした⤌⧊である。

1998 年に � 人の構ᡂဨでスタートし、現ᅾ 2� 人の構

ᡂဨがいる。そのうࡕ 2 人は .� コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ外の構

ᡂဨである。Ṛ者が出たሙ合に活ືが行われるが、その

௚にもコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆのᒃ住者を対象とした国ෆ࢔ࢶー

を㛤ദする活ືなどもࡳられる。ղはၟᗑのࢭキࣗࣜ

をᙉ化することを目的に設立された⤌⧊である。対࢕ࢸ

象࢔࢚ࣜに㝈定しない大㏻りのၟᗑ会であるが、ࢭキࣗ

。以外の活ືはぢられない࢕ࢸࣜ

　以上、地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືを行う地⦕ᆺ⤌⧊トル・

コ࢕ࢸ࣑はᾘ⁛しているが、ᒃ住者たࡕによる活ື（井

戸関㐃の活ື）、᐀教ᆺ⤌⧊や目的ᆺ⤌⧊の活ືなどに

より、地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗが⥅⥆しているといえる（⾲ 1）。

㸱．.࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの㠀ᖖ᫬のάື

　ᅗ 5 に震災直後にコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの㑊㞴したᗈሙ、㑊㞴

ᡤ、௬設住宅敷地を♧す。また、ᅗ 7 には震災直後の㑊

㞴⏕活の≧ἣཬࡧ、現ᅾまでの . コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືを

まとめた。

㸱．１．㟈⅏┤ᚋの㑊㞴⏕άの対ᛂ

　地震がⓎ⏕した直後、ᒃ住者は共同でᐙ᪘・近ᡤ（中

ᗞに面するᒃ住者）のᏳྰ☜ㄆを行ってから近くのᗈ

ሙに㑊㞴し、その後、よりⰋいᏳ඲性の高い㑊㞴ᡤ࡬と

⛣ືしている。㑊㞴ᡤとなったሙᡤはᒃ住者の１人がᡤ

有するパー࢕ࢸ会ሙ（3DUW\ 3DODFH、෗┿ 2) であるが、

㑊㞴⏕活が㛗ᮇにΏることを 80 年前の大震災を経㦂し

た年㓄らのពぢによりㄆ㆑していたという。地震後、᪥

ᩘが立つにつれ⿕ᐖの受けていない住宅のᒃ住者はᚎ々

に⮬宅にᡠり、㑊㞴ᡤには 18 ୡᖏのࡳṧっていたが、5

月のవ震により人々は෌度㑊㞴ᡤに集まった。そのᩘは

�00 人以上だった。このవ震によってすでに⿕ᐖを受け

ていた住宅は༙壊・ಽ壊となり、⮬宅にᖐれないᒃ住者

がቑえた。㑊㞴ඛの㑅ᢥ⫥としてはぶᡉ宅、㈚部ᒇ、ᨻ

ᗓ・ᅋయ提供の௬設住宅であったが、いずれの☜ಖもᅔ

㞴なᒃ住者が 13 ୡᖏいた。

㸱．２．௬設住宅の建設

　この 13 ୡᖏのためにコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗは௬設住宅の建設

を計画し、地震Ⓨ⏕から 2 ࣨ月以ෆに᏶ᡂさࡏた。敷地

はすでに௚ᅋయが௬設住宅を建てていた 1 部を೉りるこ

とにし、14ᐊと2ᐊのᑠᒇを建て、その間にはㄯヰ・㐟ࡧ・

Ὑ℆などできる共用空間を設けた（ᅗ �、෗┿ 3）。ᒃ住

者には 1 名の㞀ᐖ者がいたことからト࢖レは௬設住宅の

近くに 1 ࣨᡤに加え、௚の௬設住宅ᒃ住者用の敷地に２

ᒃ住⪅の集ᅋ ᆅ⦕ᆺ⤌⧊ ᐀ᩍᆺ⤌⧊ 目的ᆺ⤌⧊

㸦㹉࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㸧 㸦Kaminani Tole Committee㸧 㸦Bhajan Khala Guthi) 㸦Kaminani Tole Guthi㸧
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�ᅗ �　ᆅᇦ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの共ྠάືのᆅ⌮的㛵ಀᅗ

�ᅗ �　㟈⅏ᚋの㑊㞴≧ἣと࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの共ྠ的άື

避難場所 必要品・運営体制等の対応避難者

地震
発生
(M7.8)

 

4月25日
11：56

Kaminani中庭 中庭居住者のみ

余
震
続
く

100ｍほど遠い
広場へ

近隣の人々も含む12:20頃

パーティ会場へ
（Party Palace）

15:00頃 ・最初はコミュニティの居住者
　の20世帯
・徐々に人々が集まる
・夜は660人くらいになる
（中200人のみKコミュニティ
の居住者）

翌日～ ・数日たつと、人々は徐々
に避難所を出る

 

5月12日
12：50

地震
発生
(M7.3)

・18世帯の70人が避難

・再び全員、集まって来て、
夜には600人くらいになる・パーティ会場
・会場で寝るだけにした世帯も

・すでに被害を受けていた
住宅は半壊・全壊となる

・避難所から自宅に帰れない
世帯について話し合い

・コミュニティ独自で仮設
住宅の建設を決定し、仮設
を希望する世帯を集めて
ミティングを重ねる
・2週間かけて完成させる

翌日
以降

・数日たつと、200人くらいに

・前回と同じ体制で対応

6月1日

6月16日

7月1日

7月16日

・仮設住宅へ移動
（借家／親戚宅
へ移動）

日時 コミュニティの共同的活動

リーダー

会計係
（買物）

避難所
連絡係

情報収
集・発信

会
場
の

オ
ー
ナ
ー

調
理
師

避難所の運営体制

若
者

・パーティ会場
・各自の自宅
親戚宅等

・寝具は各自の自宅
・食糧は被災者からの寄付、
持参する人々も
・調理道具、カーペット等は
　会場より借用

・落下する危険があったため、
被害を受けた住宅の上層
部分を解体することを決める
・1ヶ月かけて作業を行う
・60～65人の住民参加する

・13世帯は仮設住宅へ

8月
・共同建替えのためインター
ネットで募金募集する

・パーティ会場
・各自の自宅
親戚宅等

・居住者全員、家から出る
・カミナニ中庭の1軒の家の
一部は倒壊し、3階にいた夫
婦を中庭を囲む住宅の居住者
で助ける

・全員で広場へ避難

助け合い・
共同的避難
行動

安全性の高い
避難場所へ

・年配から「80年前の大震災時は
余震が多く、長期屋外生活した」
という経験話を聞き、
安全な場所について話合いをする

避難所での
共同生活

自宅に戻る人々と
避難所に残る人々

再び避難所での
共同生活

仮設住宅建設
を検討

仮設住宅の建設

仮設の借地決定

仮設住宅の完成

住宅の増築部分
の解体

・共同建替えしたい
世帯の登録と建替え
のための新グループ
を結成

避難所とする
場所の選定

話し合い

・平屋で回りに建物のない
パーティ会場が良いと決定する

・毎晩、全員で今後のこと
共同住宅建替えについて
話し合い

①
震
災
直
後
の
対
応

②
仮
設
住
宅

建
設

③
解
体
作
業

15人からなる実行委員会

解体作業時の体制

作業の参加者
・対象住宅の居住者2名以上
・その他住宅の居住者1名以上

15人からなる実行委員会

仮設住宅建設時の体制

委員以外の作業の参加者
・仮設住宅を希望する世帯
・その他若者（自由参加）

・共同建替えを希望する
住宅所有者たち
30世帯

共同建替え事業の体制 ④
共
同
建
替

仮設住宅の模式図

0 ５m1 3

住宅

住宅

道
路

空地
畑

空地

畑

トイレ

トイレ

トイレ
（障害者のため）

水タンク

水タンク
水タンク

32
32

1

6
33

26,27

9

1
33
21.b

30
寝室

30
居間

30
台所

30
寝室

畑

トイレトイレトイレ
コミュニティの借地

アーチ型の
仮設住宅

通路

通
路

他団体による仮設住宅
番号は世帯番号

仮設の仕事場

�ᅗ �　௬設住宅の㓄⨨ᅗ

�෗┿ �　௬設住宅のእほ

Jagaati

Brick
Factory Area

Dattatreya Square

Durbar Square

Trolley Bus
Park Arniko Highway

T.P.
Taumadhi

Square

i

BMO

0 50 100 150 200 m

0 50 100 150 200 m

K-コミュニティが
建設した仮設住宅地

避難所となった
パーティ会場

Suryabinayak party palace
(Emergency evacuation site)

避難場所となった広場

対象地

1000
N

200m

�෗┿ �　㑊㞴ᡤと࢕ࢸ࣮ࣃࡓࡗ࡞఍ሙ �෗┿ �　ቑ築㒊分のゎ体ᚋの住宅
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。ᡤを設けた࢝

㸱．㸱．住宅のቑ築㒊分のゎ体

సᴗ

　震災前、対象地のṤどの住宅

は元の 4 階建てからቑ築し � 階

建て以上となっていた。このቑ

築部分はಽ壊の༴㝤性があっ

たため、௬設住宅᏶ᡂの 2 㐌間

後に解యసᴗが行われた（෗┿

4）。解యのᚲ要な住宅のᒃ住者

は 2 名以上、それ以外のᒃ住者

は 1 名以上がసᴗすることに

し、1 ࣨ月かけて計 �5 名が解

యసᴗを行った。

㸱．㸲．共ྠ建᭰࠼計画

　震災直後から㑊㞴ᡤで共同⏕活していたᒃ住者はẖᬌ

住宅෌建について㆟ㄽしていた。元々⪁ᮙ化した住宅で

あったこと、住宅のከくはᅵ地面✚が⊃く、共有ቨで建っ

ているものがከいことからಶูより共同で建᭰えするこ

とが有ຊであると⪃え、30 ୡᖏからなる新しいࢢルー

ᡤ有の建物も含めて࢕ࢸࢢ。を⤖ᡂしたࣉ 34 ㌺の建物

の共同建᭰えの計画となった。

㸲．.࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥのάືにࡿࡳᨭ᥼のᐇែ

　. コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの活ືに対するᨭ᥼については⾲ 2 に

まとめた。

㸦１㸧≀的ᨭ᥼

　㣗関係では行ᨻによるỈと青年ၟ工会㆟ᡤ（-D\FHHV

ᅋయ）による⡿、ࣅスࢣット、⸆など㣗⣊のᨭ᥼があっ

た。ㄪ理ჾලなどは㑊㞴ᡤとなったパー࢕ࢸ会ሙから೉

用した。住関㐃では、࢝ー࣌ットも同ࡌく会ሙから提

供され、ᐷලは⿕災のᑡない住宅から㐠ばれた。௬設住

宅建設のためのトタンは &%5 ᅋయ（㞀ᐖ者関㐃ᅋయ）、

ト࢖レの設ഛは (3,& ᅋయ（࢚コシス࣒ࢸと࢖ンフࣛ関

㐃のᅋయ (FRV\VWHPV 3URWHFWLQJ ,QIUDVWUXFWXUH DQG 

&RPPXQLWLHV� 1HSDO）、௬設住宅での㣧Ỉとタンࢡは㉥

༑Ꮠ（5HG &URVV ᅋయ）より提供された。解యసᴗにお

いて、ᒇ᰿に⿕ࡏるブルーシートはコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ外のಶ

人からᐤ௜され、⎰♟の᧔ཤは行ᨻにより行われた。ま

た、௬設住宅の建設や解యసᴗにᚲ要な㐨ලは建設ᴗを

している住民から೉用している。

㸦２㸧㔠㖹的ᨭ᥼

　コࣜ࢕ࢸࢽ࣑ࣗーࢲーにはᾏ外の཭人がከく、震災⩣

᪥から㏦㔠の⏦し出があったため、ࣜーࢲーは特ูに㖟

行ཱྀᗙをసり、義᥼㔠を集めた。㑊㞴ᡤでの㣗⣊㈝、௬

設住宅の建設敷地の೉地ᩱ、建ᮦ㈝、また、建設や解య

సᴗのཧ加者のための㣗⣊㈝などをこの義᥼㔠からᨭ出

した。

㸦㸱㸧ே的㸦ᢏ⾡・ປാ㸧ᨭ᥼
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人的ᨭ᥼が提供されるが、対象地のሙ合は行ᨻによる⎰

♟᧔ཤసᴗ以外はす࡭てコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆのᒃ住者によっ
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ಀࡿࡳࡽ࠿άືのᐇ施・⥅⥆のせᅉ

　㠀ᖖ᫬の活ືにおける㐠Ⴀయ制とᨭ᥼の関係を⾲３に

まとめた。
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　「震災直後の対ᛂ」の活ືにはࣜーࢲーが中心となり

経理係、㑊㞴ᡤの⟶理係、情報཰集・Ⓨಙ係などのᙺ๭

を๭りᙜてた。୺な活ື者の 3R Ặは 20 代の⏨性で、,7

をᑓ㛛とする大学⏕である。そのため、パࢯコンを利用

した会計のฎ理が௵された。3ZẶは 50代の⏨性で、࣎ー

パールで໅ົしており、㠀ᖖ᫬におけࢿ・ト࢘࢝ス・࢖

るマ࣓ࢪࢿントの経㦂がある人物である。* Ặも 50 代

の⏨性で、大工として௙事をしており、㐠㌿もできる人
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。ᡤを設けた࢝

㸱．㸱．住宅のቑ築㒊分のゎ体

సᴗ

　震災前、対象地のṤどの住宅

は元の 4 階建てからቑ築し � 階

建て以上となっていた。このቑ

築部分はಽ壊の༴㝤性があっ

たため、௬設住宅᏶ᡂの 2 㐌間

後に解యసᴗが行われた（෗┿

4）。解యのᚲ要な住宅のᒃ住者

は 2 名以上、それ以外のᒃ住者

は 1 名以上がసᴗすることに

し、1 ࣨ月かけて計 �5 名が解

యసᴗを行った。

㸱．㸲．共ྠ建᭰࠼計画
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ᡤ有の建物も含めて࢕ࢸࢢ。を⤖ᡂしたࣉ 34 ㌺の建物

の共同建᭰えの計画となった。
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た。ㄪ理ჾලなどは㑊㞴ᡤとなったパー࢕ࢸ会ሙから೉

用した。住関㐃では、࢝ー࣌ットも同ࡌく会ሙから提

供され、ᐷලは⿕災のᑡない住宅から㐠ばれた。௬設住

宅建設のためのトタンは &%5 ᅋయ（㞀ᐖ者関㐃ᅋయ）、

ト࢖レの設ഛは (3,& ᅋయ（࢚コシス࣒ࢸと࢖ンフࣛ関

㐃のᅋయ (FRV\VWHPV 3URWHFWLQJ ,QIUDVWUXFWXUH DQG 

&RPPXQLWLHV� 1HSDO）、௬設住宅での㣧Ỉとタンࢡは㉥

༑Ꮠ（5HG &URVV ᅋయ）より提供された。解యసᴗにお

いて、ᒇ᰿に⿕ࡏるブルーシートはコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ外のಶ

人からᐤ௜され、⎰♟の᧔ཤは行ᨻにより行われた。ま

た、௬設住宅の建設や解యసᴗにᚲ要な㐨ලは建設ᴗを

している住民から೉用している。

㸦２㸧㔠㖹的ᨭ᥼

　コࣜ࢕ࢸࢽ࣑ࣗーࢲーにはᾏ外の཭人がከく、震災⩣

᪥から㏦㔠の⏦し出があったため、ࣜーࢲーは特ูに㖟

行ཱྀᗙをసり、義᥼㔠を集めた。㑊㞴ᡤでの㣗⣊㈝、௬

設住宅の建設敷地の೉地ᩱ、建ᮦ㈝、また、建設や解య

సᴗのཧ加者のための㣗⣊㈝などをこの義᥼㔠からᨭ出

した。

㸦㸱㸧ே的㸦ᢏ⾡・ປാ㸧ᨭ᥼

　ྛ活ືにおいて、技術的ᨭ᥼、ປാ的ᨭ᥼がᚲ要であっ

た。ඛ進国のሙ合はᑓ㛛ᐙ⤌⧊やࣛ࣎ン࢔࢕ࢸといった

人的ᨭ᥼が提供されるが、対象地のሙ合は行ᨻによる⎰

♟᧔ཤసᴗ以外はす࡭てコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆのᒃ住者によっ

て行われた。

㸳．. 㐠Ⴀ体ไとᨭ᥼の㛵ࡿࡅ࠾のάືに࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

ಀࡿࡳࡽ࠿άືのᐇ施・⥅⥆のせᅉ

　㠀ᖖ᫬の活ືにおける㐠Ⴀయ制とᨭ᥼の関係を⾲３に

まとめた。

㐠Ⴀ体ไ

　「震災直後の対ᛂ」の活ືにはࣜーࢲーが中心となり

経理係、㑊㞴ᡤの⟶理係、情報཰集・Ⓨಙ係などのᙺ๭

を๭りᙜてた。୺な活ື者の 3R Ặは 20 代の⏨性で、,7

をᑓ㛛とする大学⏕である。そのため、パࢯコンを利用

した会計のฎ理が௵された。3ZẶは 50代の⏨性で、࣎ー

パールで໅ົしており、㠀ᖖ᫬におけࢿ・ト࢘࢝ス・࢖

るマ࣓ࢪࢿントの経㦂がある人物である。* Ặも 50 代

の⏨性で、大工として௙事をしており、㐠㌿もできる人
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物である。ࣜーࢲーはこの 3 人の

特性を理解した上でᙺ๭分ᢸをし

た。ղ「௬設住宅建設」とճ「解

యసᴗ」活ືには上グの 4 人以外

に 15 人からなる実行ጤဨ会をస

り、その会の基で活ືを実施した。

ղのሙ合、௬設住宅をᕼ望するᒃ

住者にはసᴗを義ົ௜け、௚のᒃ

住者は⮬⏤ཧ加とした。ճのሙ合、

解యసᴗ対象住宅のୡᖏからは 2

名、その௚のୡᖏは 1 名のసᴗཧ

加を義ົ௜けた。

　

άືの対象⠊ᅖ

　活ືについて、㑊㞴ᡤは . コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗだけではなく

近㞄住民にも㛤ᨺされていたが、㐠Ⴀには.コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

のᒃ住者のࡳが関わった。ղおよࡧճのሙ合は . コ࣑ࣗ

ーࢲෆのᒃ住者だけに㝈定した活ືとした。ࣜー࢕ࢸࢽ

は「㝈られたᨭ᥼であるため、☜実にᨭ᥼できる⠊ᅖ、

㐠Ⴀがၥ㢟なくできる⠊ᅖなどを⪃៖す࡭き」と⪃えた

という。

㔠㖹的ᨭ᥼ࡑࠊのᨭ᥼⪅とάືの⥅⥆性

　ࣜーࢲーやᒃ住者は活ື㛤ጞ᫬に、どこまで活ືを⥅

⥆できるか᝿定できていなかった。活ືձの際はᙜ初、

㑊㞴者から集㔠をしていたが、ᾏ外からの㔠的ᨭ᥼があ

り、活ືを⥆けるきっかけとなった。また、ᾏ外の཭人

に活ືを報告することで、616 を㏻して活ືෆ容がᗈが

り、㔠㖹的ᨭ᥼のቑ加につながった。　

ᆅᇦ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥのᖹᖖ᫬のάື

　ࣜーࢲーは . コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗにおける目的ᆺ⤌⧊

（.DPLQDQL 7ROH *XWKL）の๰立者であり、9 年間その

ᙺ๭をᯝたし⥆けている。᐀教ᆺ⤌⧊（%KDMDQ .KDOD 

*XWKL) の活ືにもཧ加している。また、௚のᒃ住者もこ

れら活ືを介して社会関係を෇⁥に進めていると⪃えら

れる。

ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿのே᱁とே的࣮ࢲ࣮ࣜ

　ࣜーࢲーは 30 代の⏨性で、建物の⿦㣭として౑われ

る࣓ࢭント・࢝ーࣅンၟࢢရを〇造・販売する会社͇

$ZDO &HPHQW &DUYLQJ 3UW� /WG͇の社㛗であり、ᾏ外に

おけるࢿࢪࣅスも┒んに行っている。一᪉で、青年ၟ工

会㆟ᡤ（-D\FHHV 1HSDO ᅋయ）ࣛ 
ブ（/LRQࣛࢡ・ࢬン࢜࢖V 

&OXE）などの๪会㛗の経㦂をもっており、ᅋయによるᨭ

᥼手法について理解している人物である。

　以上、ࣜーࢲーはコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗෆでのࢿットワーࢡ、

コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ外のᅋయとのࢿットワーࢡそしてᾏ外の཭

人とのࢿットワーࢡといった 1) 」ᩘのࢿットワーࢡを

もっていること、2) ၥ㢟解Ỵのための⤌⧊ᙧᡂ・㐠Ⴀ

を理解していること、3) さらに外部ᅋయのᨭ᥼௙⤌ࡳ

まで理解しているという大変特性をᣢつ人物であるとい

える。

㸴．ࡲとࡵ

　本稿では、バࢡタࣉルᪧ市⾤地の . コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗにお

いて、地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの఩⨨࡙けを行った上で、地

域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの平ᖖ᫬㸭㠀ᖖ᫬の活ືおよࡧᨭ᥼実態

をᢕᥱした。その上で、ྛ活ືの㐠Ⴀయ制とᨭ᥼の関係

を分析し、活ືの実施・⥅⥆の要ᅉについて⪃ᐹをヨࡳ

た。その⤖ᯝ、. コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの㠀ᖖ᫬活ືにおける活

ືの実施・⥅⥆の要ᅉとしてձ㐠Ⴀయ制の特性、ղ活ື

対象⠊ᅖを計画的Ỵ定したこと、ճ㔠㖹的ᨭ᥼とそのᨭ

᥼者との関係がぶ密であること、մ地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの

平ᖖ᫬の活ື、᭱後にյࣜーࢲーの人᱁とᙼの人的ࢿッ

トワーࢡ、と⪃えられた。

　以上から、災ᐖ後、ಶ人で⏕活をするのがᅔ㞴な᫬に

こそ共同性がᚲ要であり、それには平ᖖ᫬からコࢽ࣑ࣗ

を築くことが重要といえる。また、それこそが災ᐖ࢕ࢸ

᫬にⓎ᥹できる人的㈨※・社会㈨※であると⪃えられる。

そして、このような人的㈨※・社会㈨※を活かすことで、

行ᨻに౫Ꮡしすࡂない᚟⯆が可能となるといえる。
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